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研究実績 

の概要 

タウリンは哺乳類の血中や組織に広く高濃度で存在するアミノ酸であり、体内ではコレス

テロールの代謝産物である胆汁酸の構成成分としても含まれ、コレステロールの体外排出

に関与することから高コレステロール血漿の改善に寄与することが知られている。またタ

ウリン欠失マウスでは、ミトコンドリアの機能異常、老化促進因子の発現、筋再生の指標

である筋線維細胞における中心核の増加が示されていることから、タウリンの抗老化作用

が予測されている。その他タウリンの骨格筋における作用として、筋小胞体のカルシウム

取り込みや放出への関与、また筋タンパク質との結合による筋力増強への関与などが予測

されている。既報においては高用量のタウリン摂取の影響についての研究が多くを占

めており、タウリンの作用の詳細な機序についても不明な点が多い。通常食品から摂

取するタウリンの量は低用量であるが、タウリンを低用量で長期間摂取した場合の影

響についての研究は少ないのが現状である。申請者はタウリンがAMP活性化プロテイ

ンキナーゼ（AMPK）を活性化するとの報告に着目し、低用量のタウリンであっても長

期間摂取することにより AMPK の活性化を介して高齢動物のエネルギー代謝の改善な

らびに骨格筋機能を改善できるのではないかと推測した。AMPK は脂質代謝やグルコ

ースの取り込みの調節、持久運動能力、抗老化などに関連する因子である。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

本研究では、長期間低用量のタウリン摂取が加齢による骨格筋機能の低下およびエネ

ルギー代謝の低下、グルコース取込みの低下に改善効果を示すか検討した。SDラット

を水投与群（対照群）、0.5％タウリン摂取群、および1％タウリン摂取群の3群に分

けて、それぞれ水、0.5％および1％のタウリンを5ml/kg体重、34－56週齢の間投与

した（0.5％タウリン群；25mg/kg 体重/日、1％タウリン群；50mg/kg 体重/日）。そ

の結果、長期低用量のタウリン摂取により加齢による酸素消費量および自発運動量の

低下が抑制される傾向が見られた。タウリン摂取により、AMPKの活性化を介してPGC-

1、SDH、Cycs、MEF2A、およびGLUT4などの骨格筋関連因子群の発現を増加させて、

エネルギー代謝、グルコース取込み、また骨格筋機能が改善されることが示唆された。 
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